
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年４月２３日 ０３時４１分頃 

発生場所 長崎県平
ひら

戸
ど

市南
なん

竜
りゅう

埼北方沖（平戸瀬戸） 

田
た

平
びら

港西防波堤灯台から真方位２２０°５５０ｍ付近 

（概位 北緯３３°２１.６′ 東経１２９°３４.２′） 

事故の概要 貨物船誠
せい

隆
りゅう

丸は、航行中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年４月２４日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 誠隆丸、２６４トン 

１４１８５６、日栄運輸有限会社（Ａ社） 

 乗組員等に関する情報 船長、四級（航海） 

航海士Ａ、六級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船首部船底外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 小雨、風向 南西、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期、潮高 約１７４cm、潮流 

北西流約３.４ノット（kn） 

 事故の経過 (1) 事故発生場所（平戸瀬戸）に関する情報 

   事故発生場所は、九州本島と平戸市平戸島の間に南北に延びた

平戸瀬戸の最狭部（可航幅約３５０ｍ、以下「最狭部」という。）

西岸の南竜埼から北方約６０ｍの干出浜及び浅所（水深５ｍ以

浅）が拡延する場所であった。 

南竜埼付近は、灯台などが設置されておらず、夜間は街明かり

もなく、また、南竜埼南南西方約２００ｍの所は、東方に突き出

た地形を形成し、最狭部西岸になっており、その先端付近には平

戸島と九州本島を繋
つな

ぐ平戸大橋が架けられている。 

南竜埼北北西方沖には、小田
こ だ

助
すけ

瀬と呼称される浅所が存在して

いるので、平戸瀬戸を通航する船舶の多くは同瀬東方海域（可航

幅約５００ｍ）を航行している。 

平戸瀬戸を南航する船舶は、小田助瀬東方海域から最狭部に向

けて南東進し、大きく右転して最狭部を南進し、平戸大橋の下方

を通過後、更に右転して南南西進しなければならない。 

（図１ 参照） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

(2) 本事故発生の経過 

本船は、船長及び航海士Ａほか２人が乗り組み、鋼材約７３８

ｔを積載し、平戸瀬戸を経由して長崎県長崎市長崎港に向かう予

定で、九州本島北西方沖を約１０kn の対地速力で航行していた。 

航海士Ａは、０２時５０分頃に他の航海士から航海当直を引き

継ぎ、１.５海里（Ｍ）レンジ、コースアップとしたレーダー、電

子海図表示装置及びＧＰＳプロッターを作動させ、舵輪の前に

立って手動操舵で操船していた。 

電子海図表示装置には、レーダーとほぼ同じ範囲が表示されて

おり、一般的な針路法とほぼ同じコースラインも表示されてい

た。 

船長は、平戸瀬戸通航時に昇橋して操船指揮を行うつもりで 

０３時００分頃に起床したが、激しい腹痛があり、航海当直中の

航海士Ａから、Ａ社所有の他船で平戸瀬戸を操船した経験がある

と聞いていたので、引き続き航海士Ａに操船を任せることにして

昇橋しなかった。 

航海士Ａは、船長が昇橋してこなかったが、これまでＡ社所有

の他船で平戸瀬戸を６、７回通航した経験があったので、本船を



コースラインどおりに平戸瀬戸北口（西水道）から南進させ、船

長に対し、平戸瀬戸通航開始の報告などを行うことなく、そのま

ま単独で操船を続けた。 

本船は、小田助瀬北方沖において、北西流の潮流によって西方

に圧流され、平戸島の方に少しずつ接近しながら航行していた。 

航海士Ａは、平戸瀬戸の地形や浅所等を概略把握できていると

思っていたので、電子海図表示装置及びＧＰＳプロッターを約 

１.５Ｍレンジとしたまま時々確認していたが、本船が平戸島の方

に圧流されていることに気付かなかった。 

  （写真１ 参照） 

写真１ 船橋の航海機器の配置状況 

 

航海士Ａは、夜間、平戸大橋北北西方沖から、目視でも小田助

瀬灯標の灯光や同橋が見えるので、小田助瀬灯標を右舷方に見て

平戸大橋の中央付近に本船を向けて行けば、支障なく航行できる

ものと思い、周囲の景色とレーダーの概略の映像を見ながら操船

を続けた。 

航海士Ａは、小田助瀬灯標の灯光を確認して、同灯標を右舷方

（約１００ｍ）に見て通過した後、１.５Ｍレンジとしたままの

レーダーで、平戸大橋付近の地形及び他船のレーダー映像の有無

を確認しながら、同橋中央付近に向かっていると思い、そのまま

船首方を南竜埼に向け、本船を南南東進させた。 

航海士Ａは、ＡＩＳを搭載していない小型船舶が平戸大橋南方

沖にいないか気になったので、レーダーで同沖の船舶の状況を見

ながら操船していた。 

航海士Ａは、本船が平戸大橋に近づいたところ、本船が西側の

橋脚付近に向かっているのを目視して南竜埼が近いと思い、本船

を同橋の中央付近に向けて左転させたものの、本船が南竜埼北東

岸に向かっていることに気付かないまま、本船は同埼の浅所に乗



り揚げた。 

（図２ 参照） 

図２ 航行経路図 

 

船長は、振動を感じたので急いで昇橋し、本船が陸岸に乗り揚

げているのを認識して航海士Ａと操船を代わり、主機操縦レバー

を後進として離礁を試みたが、本船は動かなかった。 

船長は、海上保安庁に本事故の発生を通報し、乗組員に浸水の

有無などについて確認を行わせた。 

本船は、潮位の上昇後、自力で離礁した。 

本船の喫水は、船首約３.０ｍ、船尾約３.９ｍであった。 

分析 (1) 航海士Ａは、平戸瀬戸の地形、浅瀬等についておおむね知って

いたことを過信し、改めて電子海図表示装置及びＧＰＳプロッ

ターで船位を確認することを省略したものと考えられる。このた

め、本船が小田助瀬北方沖で平戸島の方に圧流されていることに

気付かなかったものと考えられる。 

(2) 航海士Ａは、レーダーを見ていたものの、平戸大橋南方沖の小

型船舶が気になり、同沖の映像を見ていたことから、船首方近距

離の陸岸の映像を見ておらず、南竜埼に近づいていることに気付

かなかったものと考えられる。 

(3) 航海士Ａは、南竜埼付近に灯台や街明かりなどがなかったこと

から、南竜埼を目視によって明確に確認することは困難であった

ものと考えられる。 

(4) 船長は、本事故当時激しい腹痛があり、航海士ＡからＡ社が所

有する他船で平戸瀬戸を操船した経験があると聞いていたことか

ら、引き続き航海士Ａに操船を任せることとして昇橋しなかった

ものと考えられる。 

本船の航跡 

（ＡＩＳ記録） 

事故発生場所 



(5) (1)～(4)から、本船は、南竜埼北方沖の浅所に乗り揚げたもの

と考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が平戸瀬戸において南南東進中、単独で航海

当直に従事していた航海士Ａが、レーダー及び電子海図表示装置を詳

細表示にするなどして、適切に船位を確認しなかったため、本船が南

竜埼付近に向かって航行していることに気付かず、本船が同埼北方沖

の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・航海当直者は、常時電子海図等で適切に船位を確認しながら操船

すること。 

・航海当直者は、取扱説明書をよく読み、電子海図表示装置等の航

海計器の操作方法に習熟しておくこと。 

・船長は、狭い水道を航行する際は、航海当直者の操船経験の有無

にかかわらず、自ら操船指揮をとること。 

・船長は、航海中、職務を適正に遂行できるように、体調管理を怠

らないこと。 

 


